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巨
大
市
場
の
建
築
物
ス
ト
ッ
ク

　

国
土
交
通
省
は
10
月
3
日
、
平
成
24
年

1
月
1
日
現
在
の
「
建
築
物
ス
ト
ッ
ク
統

計
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
調
査
は
国
内
の

建
築
物
を
対
象
と
し
、
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
、
法
人
建
物
調
査
及
び
建
築
着
工
統

計
を
基
に
、
用
途
別
、
構
造
別
、
竣
工
年

別
な
ど
に
床
面
積
の
総
量
を
推
計
し
た
建

築
物
の
ス
ト
ッ
ク
統
計
の
統
計
と
な
っ
て

い
る
。
調
査
の
結
果
、
国
内
の
建
築
物
ス

ト
ッ
ク
の
総
面
積
は
72
億
３
１
６
７
万

㎡
。
こ
の
う
ち
住
宅
は
54
億
１
８
５
４
万

㎡
、
非
住
宅
は
18
億
１
３
１
３
万
㎡
で
あ

り
、
両
方
と
も
前
回
調
査
よ
り
も
増
加
し

て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
数
字
に
は
東
日
本
大
震
災

の
被
災
物
件
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
津
波
被
害
の
あ
っ
た
建

物
の
う
ち
、
全
壊
及
び
大
規
模
半
壊
の
被

害
が
あ
っ
た
建
物
に
つ
い
て
は
、「
津
波

被
災
市
街
地
復
興
手
法
検
討
調
査
」
に
お

い
て
約
17
万
８
０
０
０
棟
と
な
っ
て
お

り
、
当
該
建
物
の
延
べ
床
面
積
は
、「
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
」、「
法
人
建
物
調
査
」

か
ら
把
握
し
た
各
県
ご
と
の
住
宅
、
非
住

宅
の
割
合
と
そ
れ
ぞ
れ
の
１
棟
当
た
り
の

平
均
延
べ
床
面
積
に
基
づ
き
、
仮
に
算
定

す
る
と
、
約
２
９
７
６
万
㎡
（
全
体
の
約

0
・
41
％
）
に
な
る
。
こ
の
う
ち
住
宅
は

約
２
１
６
７
万
㎡
（
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
約

0
・
40
％
）、
非
住
宅
は
約
８
１
０
万
㎡

（
非
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
約
0
・
45
％
）
と

推
計
さ
れ
る
。

　

次
に
ス
ト
ッ
ク
建
築
物
の
特
徴
を
見
て

み
よ
う
。
新
耐
震
基
準
が
定
め
ら
れ
た
昭

和
56
年
以
降
に
建
て
ら
れ
た
建
築
物
の
延

べ
床
面
積
は
、
全
体
の
約
67
・
0
％
。
7

割
近
く
の
物
件
が
新
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
床
面
積
か

ら
割
り
出
さ
れ
た
数
値
な
の
で
、
実
際
の

棟
数
と
な
る
と
別
な
比
率
が
出
る
可
能
性

も
あ
る
が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
の
過
程
で
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い

物
件
が
再
建
築
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て

良
い
だ
ろ
う
。

　

新
築
住
宅
は
平
成
8
年
に
年
間
１
６
０
万
戸
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
15

年
で
半
減
の
80
万
戸
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
景
気
後
退
に
よ
る
所
得
の
不

安
定
さ
も
大
き
な
要
因
だ
が
、
住
宅
戸
数
が
充
足
し
、
中
古
ス
ト
ッ
ク
住
宅
市
場
が

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
だ
。
住
宅
産
業
は
新
築
中
心
か
ら
リ
フ
ォ

ー
ム
中
心
に
転
じ
る
と
唱
え
ら
れ
て
き
た
が
、
で
は
実
際
の
中
古
市
場
実
態
は
ど
う

な
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
産
業
構
造
に
関
連
す
る
中
古
住
宅
の
市
場
規
模
に
焦
点
を

当
て
て
み
た
。

中古住宅の市場の実態
肥大化するストック住宅市場を調査
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家
庭
内
事
故
の
防
止
ア
イ
デ
ィ
ア

　

第
39
回
国
際
福
祉
機
器
展
が
9
月
26
日

か
ら
28
日
ま
で
の
3
日
間
、
東
京
都
江
東

区
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
。

　

国
際
福
祉
機
器
展
は
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の

自
助
具
か
ら
最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
福

祉
車
両
ま
で
世
界
の
福
祉
機
器
を
一
堂
に

集
め
た
国
際
展
示
会
。
保
健
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
各
分
野
の
制
度
改
革
や
事
業

活
動
を
紹
介
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

セ
ミ
ナ
ー
情
報
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
発

信
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
会
場
に
展
示
さ

れ
た
製
品
の
中
か
ら
特
徴
の
あ
る
品
の
情

報
を
紹
介
す
る
。

　

高
齢
者
や
要
介
護
者
の
生
活
環
境
で
最

も
重
要
視
さ
れ
る
の
が
、
家
庭
内
事
故
を

い
か
に
防
止
す
る
か
だ
。
内
閣
府
に
よ
る

「
平
成
23
年
度
版
高
齢
社
会
白
書
」
に
よ

る
と
、
転
倒
や
転
落
と
い
っ
た
事
故
が
発

生
す
る
の
は
家
庭
内
が
63
・
3
％
と
高
い

割
合
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
居
室
で

発
生
し
て
い
る
も
の
が
25
・
8
％
と
最
も

多
い
。
こ
う
し
た
家
庭
内
事
故
が
発
端
と

な
っ
て
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、
床
材
の
変
更

依
頼
は
意
外
に
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
だ
と
い
う
。

　

㈱
ノ
ダ
の
松
本
副
主
査
は
「
床
材
の
変

更
は
、
手
す
り
設
置
と
同
じ
く
ら
い
メ
ジ

ャ
ー
な
住
宅
改
修
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
比
較
的
小
規
模
の
工
事
で
家
庭
内
事

故
を
最
大
限
に
防
止
で
き
る
費
用
対
効
果

が
認
知
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
」
と
語

る
。

　

同
社
の
床
材
「
ネ
ク
シ
オ
」
は
Ｍ
Ｄ
Ｆ

を
特
殊
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
で
挟
み
込
み
衝

撃
吸
収
性
を
向
上
。
ま
た
、
表
面
に
防
滑

塗
装
が
施
さ
れ
る
。
実
際
に
腰
を
落
と
し

た
り
膝
を
つ
い
た
り
し
て
み
た
が
、
体
に

響
く
よ
う
な
衝
撃
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
同
社
は
よ
り
完
成
度
の
高
い
バ
リ
ア

フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実
現
す
る
た
め
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
工
務
店
を
対
象
と

し
た
ケ
ア
連
携
型
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
勉
強

会
も
開
催
し
て
い
る
。
松
本
氏
は
「
介
護

リ
フ
ォ
ー
ム
の
、
相
談
窓
口
は
一
般
的
に

は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
が
、
今
後
は

工
務
店
の
方
々
も
介
護
保
険
の
知
識
や
提

案
力
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
」

と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
床
材
と
同
様
、
需
要
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
の
が
介
護
用
の
畳
だ
。
極
東
産

業
㈱
の
営
業
本
部
、
村
上
主
任
に
よ
る
と

「
最
近
は
在
宅
の
高
齢
者
は
ベ
ッ
ド
を
嫌

が
っ
て
設
置
せ
ず
、
畳
敷
き
を
希
望
さ
れ

る
方
が
非
常
に
増
え
て
い
る
」
の
だ
と
い

う
。
同
社
の
介
護
用
防
水
ソ
フ
ト
畳
は
、

第39回国際福祉機器展

高まるバリアフリーのリフォーム需要
医療系建築物向けのドアも多数登場

賑わう会場の様子

車椅子でも使いやすい洗面台
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元
々
は
施
設
向
け
に
開
発
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
こ
う
し
た
需
要
を
受
け
、
戸
建
住
宅

へ
の
設
置
に
も
対
応
を
始
め
た
。
こ
の
製

品
は
防
水
性
と
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
、
省
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
性
に
優
れ
て
お
り
、
昨
年
度
は

２
０
０
以
上
の
施
設
や
住
宅
に
設
置
さ
れ

た
実
績
を
持
つ
。
来
期
は
さ
ら
に
20
％
増

を
目
標
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
畳
の
張

替
え
で
介
護
保
険
を
適
用
さ
せ
る
場
合
に

は
、
畳
の
設
置
に
よ
る
段
差
の
解
消
と
、

「
床
へ
の
完
全
な
固
定
」
を
行
う
た
め
床

一
面
に
敷
き
詰
め
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
村
上
氏
は
「
現
状
は
床
材
の
変
更
要

件
に
畳
を
適
合
さ
せ
る
た
め
に
は
工
夫
が

必
要
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
施
工
例
を
積
み

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
的
な
介
護

リ
フ
ォ
ー
ム
の
手
法
に
な
り
得
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
今
後
の
展
開
に
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

ド
ア
は
「
折
れ
戸
」
に
注
目
集
ま
る

　

こ
れ
ま
で
、
開
口
部
の
介
護
リ
フ
ォ
ー

ム
で
は
、
病
院
や
介
護
施
設
で
の
実
績
が

あ
る
「
引
き
戸
」
タ
イ
プ
に
変
更
さ
れ
る

の
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、数
年
前
か
ら「
折

れ
戸
」タ
イ
プ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

㈱
ア
ル
ミ
ッ
ク
ス
の
山
脇
社
長
に
よ
る

と
「
戸
建
住
宅
で
は
開
き
戸
を
改
修
す
る

と
き
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
戸
袋
や
吊
り

戸
の
上
枠
レ
ー
ル
を
設
置
で
き
な
い
場
合

が
非
常
に
多
い
が
、
内
外
折
れ
戸
で
あ
れ

ば
既
存
の
ド
ア
枠
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
内
側
・
外
側
の
両
方

向
か
ら
開
閉
が
可
能
と
な
る
た
め
、
不
意

の
事
故
が
起
き
て
も
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

る
心
配
が
無
い
の
も
大
き
な
利
点
」
だ
と

い
う
。
一
般
的
な
住
宅
の
開
口
部
は
９
１

０
㎝
が
多
い
が
、
こ
の
内
外
折
れ
戸
は
８

０
０
㎝
〜
１
２
０
０
㎝
ま
で
選
ぶ
こ
と
が

で
き
車
イ
ス
に
も
対
応
可
能
だ
。
ま
た
、

折
れ
戸
の
た
め
、
ド
ア
の
開
閉
軌
道
が
小

さ
く
済
む
た
め
、
ト
イ
レ
や
浴
室
な
ど
の

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
も
設
置
で
き
る
。

　

本
展
で
、
介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
製

品
以
外
で
目
を
引
い
た
の
が
車
イ
ス
に
対

応
し
た
も
の
だ
。
一
般
的
に
車
イ
ス
の
人

の
目
線
の
高
さ
は
1
ｍ
程
度
と
言
わ
れ
て

お
り
、
小
学
生
よ
り
も
低
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
「
ウ
エ
ル
ラ
イ
フ
」
は

座
っ
た
姿
勢
で
調
理
や
配
膳
が
行
え
る
よ

う
ト
ッ
プ
の
高
さ
を
７
３
０
㎜
〜
８
５
０

㎜
の
間
で
13
段
階
の
高
さ
を
選
べ
る
ほ

か
、
水
が
は
ね
に
く
い
浅
型
シ
ン
ク
や
、

低
い
位
置
か
ら
物
を
取
り
出
し
や
す
い
収

納
、
コ
ン
ロ
と
連
動
す
る
レ
ン
ジ
フ
ー
ド

な
ど
を
装
備
し
て
い
る
。

　

多
階
建
て
の
多
い
狭
小
地
に
住
む
車
イ

ス
の
人
に
と
っ
て
、
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
は
生
活
の
必
需
品
と
な
る
。
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
の
車
椅
子
対
応
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
「
ジ
ョ
イ
モ
ダ
ン
Ｓ
２
０
０
」
は
今
年

7
月
に
販
売
を
開
始
し
た
ば
か
り
。
ピ
ッ

ト
の
深
さ
が
業
界
最
小
の
２
０
０
㎜
と
な

っ
て
お
り
、
基
礎
改
修
の
負
担
軽
減
を
可

能
と
し
た
こ
と
で
、
価
格
を
抑
え
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

　

車
イ
ス
対
応
の
製
品
と
な
る
と
、
介
護

リ
フ
ォ
ー
ム
が
大
規
模
な
も
の
と
な
る
ケ

ー
ス
が
多
い
が
、
最
近
で
は
介
護
保
険
の

ほ
か
に
も
独
自
に
補
助
金
制
度
を
設
け
る

自
治
体
が
増
え
て
き
て
お
り
、
介
護
リ
フ

ォ
ー
ム
の
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

転倒防止の機能を加えた床材

建具類は折れ戸の提案が多かった

指先で押すドアノブなども登場
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